
研 究 ノー ト

ハ イナー ・ヘ ッセ氏 との対話

(2000年7月15日)

小 澤 幸 夫

ハ イナー ・ヘ ッセ氏 に初めてお 目にかか ったの は今か ら19年 も前 の こ とに な る
。

ヘ ルマ ン ・ヘ ッセ研 究会 ・友 の会初代会長故井手責夫(あ や お)先 生 の紹 介 に よ る

もの だ っ た(「 研 究 会」 は ヘ ッセ研 究 者 の 集 ま りで 『書簡集』 の翻訳 な どを行
って

いる。「友の会」 はこれ をさらに拡 大 し、0般 読 者 や愛 好 者 な どを含 む)。 そ の後 国

際 ヘ ルマ ン ・ヘ ッセ ・コロキ ウムで何 度かお会い し、5年 前 にお 目にか か った 際 は、

ヘ ッセ が 後 半 生 を過 ご したモ ン タニ ョー ラに 開館 した ば か りの
ヘ ッセ記 念 館

(MuseoHermannHesseMontagnola)を 自 ら案 内 して 下 さった
。

ヘ ッセ氏 は1909年 生 まれ ・90歳 を過 ぎ家 か ら出 る こ とが 少 な くなって きたが
、ヘ

ッセの三 人の息子の うち生 きている唯一 の息子 と してい まなお御健在 であ る
。(三

男 のマ ル テ ィ ン氏 は疾 うに 亡 くな り、長男のブルー ノ氏 も残念 なが ら1999年 に亡 く

な られ た。)

今 回 はス イ スの ロ カル ノ郊外 にあ るヘ ッセ氏 のお宅 にお邪魔 した
。近 くのバス停

まで出迎 えて下 さったヘ ッセ氏 に御礼 申 し上 げ、天候の話 な どをす る と、最近 は良

い天気で も悪 い天気で もどうで もよ くなった とお っ しゃ
っていた。マ ッジ ョー レ湖

を眺める道 を愛犬の ウナ とい っ しょに しば らく行 きお宅 に着いた
.19年 前1こ もお邪

魔 した 、 山小 屋風 の造 りで庭 に水車のある美 しい家である。

ヘ ッセ氏 は椅子 に座 って、「甘 い よ」 と言いなが らペ ッ ト ・ボ トルの ままジュー

ス を差 し出 し、筆者の顔 を見て 「万年学生か」 と言 って楽 しそ うに笑
った。 手紙 や

フ ァックス では ともか く、 電話 で もヘ ッセ氏 が筆者 の こ とを"H
errProfessor"

(先生 ・教 授)と 呼 ぶ の で ・ 「あ なた に とっ て は私 は相変 わ らずの万年学生です」 と

言ったか らだった。以前勤務 していた大学 を辞 め、 ウィー ン大学 の学生 として勉 強
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して い た時 分 、 国 際ヘ ルマ ン ・ヘ ッセ ・コロキウムでお会い した際 その 旨を告 げる

と、「何 を して生活 してい るの だね。万年学生 も困 った ものだ」 と苦 笑い されたの

を踏 まえているのである。

話 はまず(筆 者 が ヘ ッセ と並 ん で研 究 して いる)シ ュニ ッツ ラ.___との関係 か ら始

ま った。 シ ュニ ッツ ラーの 日記 には何箇所かヘ ッセについて言及 している箇所があ

る。1908年9月21日 に は 『ペ ー ター ・カー メ ンツ ィ ン ト』 を、1919年7月29日 に は

『デ ー ミア ン』 を、1920年6月27日 に は 『ク リ ングゾ ア最 後 の夏 』 を、1927年8月

11日 と31日 には 『荒 野 の狼 』 を読 ん だ とい う記述 が見 られ る。 また1924年8月29日

に はヘ ッセが 住 んで い た ル ガー ノで 出版社 のフ ィッシャー らとヘ ッセ夫妻 に会 って

いる。興味深 いのはシュニ ッツラーがヘ ッセの作 品について短評 を加 えてい る部分

である。

rrペ ー ター か メ ンツ ィン ト』を読 む 一 ワンシーズ ンの ヒッ ト作・何故?」

(1908年9月21日)1)

「午 後 シ ンクレー アの 『デー ミア ン』(面 白い)を 読 み終 え る。」(1919年7月29日)2)

(こ こで は ヘ ッセ が 匿 名 で書 い て い るため この作 品が ヘ ッセの ものである ことをシ

ュニ ッツラーはまだ知 らない。)

「ヘ ッセ の 『荒 野 の狼 』 を読 ん だ。す ぐれた特質が多 く見 られ るが よ り高い意味

において意味がな く、断片的である。」(1927年8月31日)3)

芸 術 家 が芸 術 家 を評 した寸鉄 人 を刺す批評 である。 ここで見 るか ぎ りヘ ッセ をそ

れほ ど高 く評価 してい る とは思 えない。(『ク リ ングゾ ア最 後 の夏 』 につ いては何 も

述べてい ない。)シ ュ ニ ッ ツ ラーが ヘ ッセ につ い て述べ ているのは、少 な くとも現

在刊行 されている ものの中で は、以上ですべ てであるが、ヘ ッセが シュニ ッツ ラー

につ いて述べ ている ものは、少 な くとも現在刊行 されてい るものの中では、何 も見

当た らない。そ こでヘ ッセの書簡集 な どの編集 にも携 わ り、ヘ ッセの原稿 を管理 し

ているハ イナー氏 にこの件 について尋ね たわけである。ハ イナー氏 の回答で もや は

りヘ ッセが シュニ ッツラーについて述べ た ものにつ いて は知 らない とい うこ とであ

った。 その理由 として氏 はヘ ッセが演劇 とあ ま り縁が なか った ことをあげた。今 ま

でのヘ ッセの全集 には収 め られ ていなか ったが、実 はヘ ッセ も戯曲 を書 いている。

しか しそれ らはほとん どが断片で習作 の域 を出てい ない。

一方 シュニ ッツラーは 日本では小説家 としての評価が高い ように思われるが・ ド

イッ語圏で は まず初 めは戯 曲家 として認 め られ た。作 品数で も戯曲のほ うが 多い。

ヘ ッセは まず何 よりも叙情詩 人であ り(こ の 点 で はハ イナ ー氏 と筆 者 の 見解 は完全
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に一致 した)・ 最 期 の 時 まで も 自作 の詩 を推 敲 していた.シ ュニ ッツ ラー も若 い時

に は軽 い感 じの恋愛詩 をか な り書 いたが、 よ くある ようにそれで止 めて しまった。

戯 曲に して も韻文で書 いた もの はご く初期 の作品のみ であ とはすべ て散 文であ る
。

このよ うな根本的 な文学者 としての資質の違 いが
、確 かに二 人をあ ま り近付 けなか

った理 由であろ う。その他 シュニ ッツラーが ウィー ンとい う世界的な大都市 に生 ま

れ終生そ こか ら離 れるこ とが なかった都 会人であったの に対 し
、ヘ ッセは シュヴ ァ

ルツヴ ァル トの生 まれであ り、バ......ゼル やベ ル ンに住 ん だ こ とが あ る ものの、大半

は自 ら好 んで 田舎 に住 んだ とい う性 向の違い もあるであろ う
。 ただヘ ッセが同 じウ

ィー ン生 まれの作家 ツヴ ァイクと交流があったこ とを考える と
、やは り先 にあげた

理 由のほ うが大 きい と思 われる。 また年齢差 も一因か もしれ ない
。(シ ュ ニ ッ ッ ラ

ー は1862年
・ ヘ ッセ は1877年 、 ツ ヴ ァイ クは1881年 生 まれ。)

話 はヘ ッセ が原 稿 を書 くの に使 った便箋 に移 った。 日本で 出てい るある旅行 ガイ

ドブ ックに・ヘ ッセが グ リンデルヴ ァル トのH・telBelvedereの 便 箋 をf吏い
、r夢 』

とい う小 説 を書 い た とあ った のでその真偽のほ どを質 した ところ
、ハ イナー氏 は側

にあったMilekの"BiographyandBibliography"で 確 か め て 同名 の 作 品 が い くつ

か あ る のを確認 した。 「夢」 は深層心理学 に親 しんだヘ ッセに と
って身近 なテ_マ

で あ っ た ことだ ろ う。ハ イナー氏 自身は この件 について詳 しくは御存知 なか
ったが、

ヘ ッセはホテルの宿泊費が充分高 い と考えていたのでホテルの便箋 を使 うこ とはよ

くあ った と話 された・ホテル側 にとっては、おかげで少 ない出費で大 きな宣伝 にな

ったわけである。

次 いで、話は新 しい 「ヘ ッセ記念館」設立 の動 きに及んだ
。札 幌在住 の浅 田進氏

が、千歳 空港か ら車で20分 ほ どの所 にあ る氏 が所 有 す る 土地 に 「ヘ ッセ記念館」 を

建設 したい とい う計画 を立てていて、その依頼 を受 けたヘ ッセ友 の会の新藤信氏が

ハイナー氏 と二度話 を した とい うのでその件 について伺
った。

ハ イナー氏 は韓国で行なわれてい るヘ ッセ展 を引 き合 いに出 された
。韓国か らは

主催 者が二人の通訳 を連れ て氏 の もとを訪れた との ことだが、 その二人の言 うこと

が ときどき食い違 い、片方は非常 に強引で手 を焼 いた とおっ しゃった
。 またこのヘ

ッセ展 が政治的 に利用 されているのではないか とも憂慮 されていた
。新藤氏 はハ イ

ナー氏 の長年の友 人で 日本で もヘ ッセの水彩 画展 な どを開催 している
。新藤氏 は信

頼 で きる人物 なのでこの計画に協力 したい とおっ しゃった。 だがハ イナー氏 の所有

してい る遺 品のほ とん どは既存の記念館 に寄贈 されて しまったので
、残 ってい るの

は三級 品の絵 とこれだけだよ と言って、笑い なが ら手元 にあった庭鋏 を見せ て くだ
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さ った。 水 彩 画 とい え ば、 数年 前 ハ イナー氏 か ら直接譲 り受 けた水彩画 を翌年二倍

の値 で売 った人物がいたそ うで、ヘ ッセ氏 は この ように騰貴 目的で買われるこ とは

もう二度 とした くない とお っ しゃった。

広島 にヘ ッセ と個 人的に交流 があった四反 田五郎氏 が個 人で運営 してい るヘ ッセ

記念館が あ るのでそれ も新 しくで きる記念館 に統合 されるのか と尋 ねる と、 「ヒロ

シマ にある とい うことに特 別な意味がある。原爆で亡 くなった人の数 は東京空襲で

亡 くなった人の数の比で はないが、 人類が行 なった愚考 に対 しての警告 としての意

味があ る。統合 は考 えていない」 とい う回答だ った。その後いただいた クリスマス

カ_ド に は 四反 田五 郎 氏 が亡 くな った とい う報せ を御子息か ら受 け取 った と書かれ

ていた。広 島のヘ ッセ記念館の存続が危ぶ まれる。

ハ イ ナ ー 氏 に 会 う 数 日前 ス イ ス の ソ ロ ト ゥル ンで 催 さ れ て い た 展 覧 会

"H
ermannHesse:AussenseiteroderGobalPlayer?"を 観 た の で そ の話 を した。

ハ イナ ー氏 はこの時点では まだ この展覧会 を御 覧ではなかったが、内容 については

よ く御存知 だった。問題 になったの はDr.EvaZimmermannが 起 草 した次 の図 式 で

あ る。(「愛 我 心 」 はEigensinnの 訳 。 一般 的 に は 「我 儘 」、 「強 情」、「頑 固」 な ど否

定 的な意味で使 われ るが、ヘ ッセは この語 を積極的 な意味 で用 いている。ヘ ッセ友

の会副会長の田中裕氏 はこの語 に 「愛我心」 とい う訳語 を当て られたが、 ここでは

それ を借用 した。)

この 図 は 『ガ ラ ス玉遊 戯 』 の 説 明 として添 えられた ものだが・手書 きで書かれて

い るため、ヘ ッセの筆跡 を知 らない者には、 あたか もヘ ッセ 自身が、 この図を書い

た とい う印象 を与 える。 しか も 『ガ ラス玉遊戯』の説明 として もこの図 は適切で は

イ ン ド

音楽

中国

イ タ リア 愛我心

然自

精神的な人達

家庭
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ない とい う結論 に到 った。ハ イナー氏 は 「今 回は若い者 たちに まかせたのだが
、若

い者 たちのする ことは よ く分か らない」 とぼやかれた
。

ヘ ッセ全 集の編集者 フォルカー ・ミヒェルス氏か ら校 訂版ヘ
ッセ全集が出 るとい

う話 を聞いていたのでその件 について伺 うと、版元のズーア カンプ社の社長 ウンゼ

ル トは大学教授 か少な くとも博十号 を持 ってい る者 を編集者 に したが
って いる とい

う話であ った・ ミヒェル祇 はズーアカ ンプ社 の原稿鑑査 人で
、全集や書簡集 の編

集 を している。肩書 きこそないがヘ ッセ研究 の第一人者であ り、 こ と原稿 につ いて

は彼以上 に通 じてい る人はいない とい うこ とは、少 しで もヘ ッセ に関心 を持 って い

る者 な ら誰で も知ってい るこ とである。権威付 けのためにネー ム ・ヴァリ
ュー を求

めるウ ンゼル トの態度 に・ハ イナー氏は 「ウンゼル トが書いた ことにな
っている本

も実は フォルカーが書 いた ものだ。編集者 はフ ォルカーでいい」 と言
って、憤慨 さ

れていた(ウ ンゼ ル ト自身 はヘ ッセ に 関す る論 文で博士 号 を取 得 している)
。 ミ ヒ

ェル ス氏 の書 斎 と仕事 ぶ りは筆者 も拝見 した ことがあ る
。夫人が 「世界一高価 な壁」

と笑 ってい らしたが、住居 の どの壁 も書籍 で うめ尽 くされ
、天井 の破 れた書斎 の机

上 には資料が堆 く積 まれている とい う、下手 な大学教授 な ど足元 に も及ばない研究

者 ぶ りであ った。 この後2001年3月 か ら4回 に分 け て20巻 の完 全 な全集 が ミヒェ ル

ス氏 の 編 集 で出版 され ることにな り、現 在 までに8巻 が刊 行 され た。 この 中 に は初

期 の戯 曲 も入 ってお り、研 究者 に とっては大変喜ば しい ことである
。

ここまで話 している とハ イナー氏 の息子の ダー フィ ト氏が奥様 と六歳のお嬢 さん

を連 れてやって きた。 フラ ンクフル トか ら帰省 している との ことで
、 ブ_メ ラ ンの

世 界 選手 権 で平 塚 に来 た こともある とい う。約束の一時間 を疾 うに過 ぎていたので

そろそろお暇 しようか と考えたが、 まだいい とお っ しゃるので話 を続 けた
。

ハ イナー氏 が若 い頃共産主義 に共鳴 していた ところ
、ヘ ッセが 「人 を殺す覚悟 が

で きてい るのな らそれ もいいだろ う」 と言 った とい う話 を以前 お聞 きして
、 いつ も

は暴力 を否定す るヘ ッセが随分 と過激な ことを言 うものだ と思 ったこ とがあ る
。 そ

の話 をす る と氏 は 「あの頃(30年 代)は 若 い 世代 は共 産主 義 に染 ま るのが普通 だ
っ

た。 ウ ィー ンは別 だが、口先 だけで行動 の伴 わない者が多かったので
、 それ を戒め

る意味で、 もしも目の前 に銀行家がいた場合、その人 を殺す くらいの覚悟 がで きて

いるのな らそれ もいいだろ うとい う意味 で言 ったのだ」 と説明 して下 さ
った。 ウィ

ー ンとい うのはX934年2月12日 に カー ル ・マ ル クス ・ホ ー フで立 ち上が
った社会主

義者達の ことを言 っているのである。ヘ ッセ 自身 も共産 主義 に共鳴 していなかった

か と尋 ねる と、「確 か にそれはあった。だが実際 の社会主義国家 には失望 していた」
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との 答 えで あ った 。 ヘ ッセ は ブ レヒ トとも親 しか ったが・「それ は彼の†輪 に驚嘆

していたか らだ。実際ブ レヒ トほ どアジアの ことに通暁 してい る作家 はい ない」 と

お っしゃった。

「ヘ ッセは反民主主義者 だった。私 もそ うだ」 と興味深 い ことをお っしゃる。 『ガ

ラス玉遊戯』で もヘ ッセはエ リー ト教育 を標榜 してい るとい う批判が あるので、真

意 を質す と、「実際 スイスの政治 を見 て ごらん。多数派 はいつ も自分の利益 を優先

しようとす る。原発の推進 だってそ うだ。私が投 票 して きたの はいつ も少数派 だ。

『ガ ラス玉遊戯』 の中で もヘ ッセが唱 えてい るの は精神的エ リー ト、つ ま り政治 的

で も、利 己主義的で もな く、つ ねに人類全体 に貢献す るこ とを考 えている人々を育

てるこ となのだ よ」 と説明 して下 さった。

「い ちばん大事 なこ とは もう話 した ようだね」 と言 ってヘ ッセ氏 は立 ち上 が り、

庭で遊 んでいる家族 の所 に行った。その間に トイ レを拝借す ると、反原発 のボスタ

ーが貼 ってあった。ヘ ッセ氏 は相変 わ らず健在 だ、そ う思 うと自然 に笑みが こぼれ

て きた。そ こへヘ ッセ氏 が入って きた。筆者が鍵 を掛忘れたか らであった。 こち ら

も驚 いたがヘ ッセ氏 も驚いた よ うであ る。非礼 を詫 び暇 を告 げた。 「機会があれば

また来年お 目にかか りたい」 と申 し上 げる と、「いつ まで生 きてい られるか分か ら

ない し、生 きていた くもない」 と悲 しい ことをおっ しゃる。二度の 目の手術 の結果

が芳 し くないか らであ ろう。「そんな ことをおっ しゃらず に、世界中のヘ ッセ愛好

家のため にも元気で長生 きして下 さい」 とお願 い して後ろ髪 を引かれなが らヘ ッセ

氏の もとを去 った。
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